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会員の活動報告
（昭和55年10月～昭和56年 9月）
伊藤誠宏
L'Astree の版本について（「仏語•仏文学」第11号，昭和56年 2 月）
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(L'Astree〉と Guezde Balzacの書簡における間接補語の強調ーーc'est~ que 
(qui)~の場合-(「文学論集」第30巻，第4号，昭和56年3月）
奥純
Le voyeurー 一特に，物語の中の空白をめぐって一（「仏語仏文学」第11号，昭
和56年 2月）
「迷路の中で」について一一想像力から現実ヘーー（日本フランス語フランス文学
会春季大会口頭発表，昭和56年5月）
同発表要旨， 「フランス語・フランス文学研究」第36号，昭和56年10月）
加藤美雄
アグリッパ・ドービニェ：「春」：「デイアーヌにささげる百頭の牡牛」ソネット，
I, 及び解説（「流域」 5号， ETE,1981, 昭和56年7月）
川神偉弘
ゲッツく変貌〉に見る一16,18, 20世紀を生きた一精神史―(「文学論集」第30
巻第1号，昭和55年10月）
サルトルにおける糞便論的記述の功罪（口頭発表，昭和55年12月）
久野誠
プルースト•生理的な文体と芸術的なエクリチュールのあいだで（日本文体論協会
•第38回大会口頭発表昭和55年11月）
プルーストの言語批評（駿河台出版社 昭和55年12月）
田中寛一
くunjeu peut毛trebien solennel► - Michel Foucaultの L'arch釦logiedu 
savoir について（序説）一（「仏語•仏文学」第11号，昭和56年 2 月）
下條和枝
「悪」の断章—ァルベール・カミュの場合ーー（「仏語•仏文学」第11号昭和56
年 2月）
「意識」から「無意識」へ，ア）レペール・カミュの場合（日本フランス語フランス
文学会秋季大会口頭発表，昭和56年10月）
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津川廣行
アンドレ・ジイドにおける「自己放棄」について（「千里山文学論集」第24号，昭
和55年12月）
アンドレ・ジイドの「現実」ー一その小説技法をめぐって一ー（「仏語•仏文学」
第11号，昭和56年2月）
内藤義博
カミュにおける反抗の論理—初期作品を中心にして一ー（「仏語•仏文学」第11
号，昭和56年 2月）
平田重和
ジャーナリストとしてのカミュ（その1)(「文学論集」第30巻3号，昭和56年2月）
本田忠雄
ancien fran~ais の指示詞に関する一考察（「文学論集」第30巻第 3 号， 昭和56年
2月）
山村嘉己
研究余滴ポードレール2,ボードレールとパリ（その2)(「書評」54,昭昭55年11月）
研究余滴ボードレール3,ボードレールの散文詩とパロディ（「書評」55,昭和56年4月）
一般教育としての語学はありうるか（「一般教育学会誌」3ノ1 昭和56年 5月）
昭和56年 3月
東條良賢
今田経雄
柏木 治
竹内和彦
中尾塩子
修士論文題目
サルトル：『嘔吐』について
Julien Gracqの作品における「場」 (lieu) の意味作用について
スクンダールにおけるレアリスムの問題
ゼノンの運動駁論に対するベルグソンの解法とその検討
17世紀フランス語における過去時制ー特に直説法単純過去と複合
過去について
後記
1981年12月末日に近く箪をとることになったが，この一年の話題のうち最
大のものはやはり核兵器への全世界的関心であったと思われる。ヨーロッパ
各国での核兵器禁止への運動やデモは世界唯一の被爆国日本においても大き
な反響を呼んだのは当然すぎるほど当然であろう。文学の世界でこの問題に
最も接近していたと思われるのはフランスではおそらくサルトルであった。
しかし1980年4月15日突如としてこの世に別れをつげたサルトルにとって，
「自由への道」の帰結は核爆発による世界絶滅への警告によって終ってもよ
かったのではないかと，今さらのように思われるのである。自由が絶滅する
かどうかは当然晩年のサルトルにとっても最大の問題だったと考えられるか
らである。
さて， 12月5日，関西大学フランス文学会が開催された。研究発表の第一
はくしくも仲井秀昭氏の「サルトルの小説について」であり，その第二は森
孝子専任講師の「ベートーヴェンの第九交署曲」（ロマン・ロラン著『ベート
ーヴェン』より）であった。前者はこの発表を聴いた会員の報告によると
La Nauseeの自伝的要素と作者サルトルの関係について，この小説のもつ
日記体の意味するものに触れているようである。サルトルがもつ小説構造上
の矛盾が袂りだされる意味でも興味のもてそうな主題であるが， 「自由への
道」についてもこれと同じく小説の構造を占うことが必要なのではあるまい
か。後者はベートーヴェンの「第九」へのロマン・ロランの解釈を試論した
もののようであった。 「第九」はこの音楽家が「病苦，貧困などの•••不幸と
絶望を・・ベートヴェン自身が一身に担い，この責苦を人類に代って廿んじて
． 
耐えた結果」 （一会員の報告による）としての歓喜をあらわすものとする解
釈によって理解すべきだ，という主旨を含んでいるようであった。テープに
よる音楽再現を行っての講演であった。
さて関西大学フランス文学科の人事としては．加藤が文学研究科の科長の
任を解かれたこと (10月末日），野浪助教授の海外留学派遣が一年の任期で
決定し， 3月中旬に出発されることになったことなどであろう。
また最後に特筆すべきは，重本利一氏が 3年間の病気療養のかいなく依然
として入院をつづけておられることである。 1978年6月19日，病いに倒れら
れてからまる 3年を経た1981年6月19日，教授の職を解かれ休職のやむなき
にいたった。幸いにも共済組合による補助金が支給されその額もほぼ従来の
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俸給に近い額に達する由，これも同氏のこれまでの誠実な勤務振りにたいし
ては当然のなりゆきであろうが，今後の同氏の療養の結果が気にかかるので
ある。 一重に回復の奇蹟を祈るほかはない。 健康の貴とさはすべてに優先
することを痛感させられる次第である。
なお「重本利一氏を支援する会」が関西大学フランス文学科を中心に発足
し，目下その趣意書を作制し，募金の準備が進行中である。この趣意書を御
希望の方は，関西大学文学部フランス文学科合同研究室の係り（宮本助手）
まで申し出られたい。研究室員のすべての方々がこの会の中心であり，発起
人にはその他多くの人々を学の内外からお願いしている。この運動の成功を
期してこの半年間の努力を誓うものである。
(1981年12月28日，加藤）
関西大学仏文学会々則
1. 本会は関西大学仏文学会と称し、事務所を関西大学文学部仏文学
科合同研究室に置く。
2. 本会はフランス語＇• フランス文学に関する研究および発表と、こ
れに関連する事業を行なうことを目的とする。
3. 本会は次の事業を行なう。
I. 機関誌「仏語 仏文学」およびその他の出版物の刊行
2. 研究会・講演会の開催
3, その他本会の目的にかなう事業
4. 本会はその目的に賛同する次の会員をもって構成する。
I. 関西大学文学部仏文学科専任教員
2. 関西大学大学院文学研究科仏文学専攻学生、およびその卒業生
3, 関西大学文学部仏文学科学生、およびその卒業生
5, 本会の目的を達成するため会費を納入する。
6. 本会に次の役員を置く。その任期は 1年とし、重任を妨げない。
I. 会長 1 名
2. 委員 若干名
a. 企画委員
b. 編集委員
C. 庶務・会計委員
会長と委員によって委員会を構成し本会の実務の運用に当り会長
はこれを統括する。
7. 会員は機関誌「仏語仏文学」等の配布をうけ、その他本会のお
こなう事業に参加することができる。
8. 本会の重要事項は総会の議決による。
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